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【概要】 

最近、量子もつれ技術による量子赤外分光法が注目されている。これは、可視赤外量子もつれ光子対

光源と非線形量子干渉を組み合わせることで、赤外検出器を使用せず、可視光と可視検出器を用いて赤

外領域の分光測定を行う新しい方法である。 

 2016 年に初めて量子赤外分光により、4.2～4.5μm 間での CO2 測定が行われた[1]。この実証から赤

外波長 2.0μm 以上における量子計測分野の研究が盛んに行われている[2-5]。しかしながら、これまで

の研究において、可視赤外量子もつれ光子対の赤外域の帯域幅は 1.0μm 以下で行われ[2,4]、従来の

赤外分光のような広い帯域幅での測定が困難であった。最近、我々は赤外波長が 2.0～5.0μm の広い

波長域にわたる量子もつれ光源を開発し、様々な無機、有機物の透過率測定を実証している[6]。 

 本セミナーでは、量子赤外分光法の基礎と、最近実証した赤外波長が 2.0～5.0μm の広い波長域にわ

たる量子もつれ光源、およびそれを活用した分光計測成果について紹介する。 
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